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野毛山幼稚園

予 定

日 曜 備 考

1 月
園児は通常登園
保護者の方は１０時５０分に
礼拝堂にお集まりください。

3 水 １１時3０分降園

15 月 休園

23 火 休園

園生活に期待をもって登園する。

防災の日を覚える。

友だちと力を合わせて活動する。

夜のようちえんを楽しく過ごす。

絵本や紙芝居に親しむ。

音楽に合わせて歌ったり、踊ったりする。 運動会について話し合い、準備していく。

ルールを守って遊ぶこと、ゲームすること
の楽しさを知る。

防災の日を覚える。

自分の経験したことや体験したことを先生
や友だちに話をする。

園生活のリズムを取り戻す。

絵本や紙芝居に親しむ。

年中くるみ組・年少ばら組
ランチあり　１３時降園

年長すずらん組 午後から登園

年中くるみ・年長すずらん組
主は羊飼い、わたしには何も欠けることがない。

敬老の日について考え、おじいさん、おば
あさんに絵や手紙を書く。

年　少(ばら組)

絵本や紙芝居に親しむ。

簡単なルールのあるあそびをする。 楽しく歌ったり、踊ったりする。

楽しく歌ったり、踊ったりする。

9　月　の　予　定

予 定

２学期始業

今月の聖書の言葉は、旧約聖書の《詩編》に書かれてい
るダビデ王の歌です。ダビデは羊飼いでした。そのダビ
デが「主は羊飼いであり、わたしたちは羊である」と歌
いました。神さまの御子であるイエスさまはご自分を低
くして人間の姿でお生まれになられました。ですから、イ
エスさまは、私たちの苦しみも辛さもよく知ってくだ
さっています。イエスさまは人間の罪をその身に受けて
くださり、よい羊飼いが羊のために命を捨てるように、
わたしたちのために十字架にかかってくださったので
す。イエスさまは、当時、貧しく周りの人々から見くださ
れてアウトローと言われていた羊飼いとなってください
ました。羊は聖書に一番たくさん出てきて、とても弱い
動物です。私たち・・・羊は弱いのです。羊飼いであるイエ
スさまについていくことが大切です。イエスさまは羊た
ちではなく、1匹の羊…わたしたちでなく、ひとりひとり
の「わたし」を知ってくださっています。「欠けることが
ない」というのは、「何も欠けることがなく、不足するこ
とがない」という意味で、羊飼いが1匹の羊をいつも見
守っているように、イエスさまはどのような時にもすべ
てを満たし、共にいて正しい道へと導いてくださいま
す。このイエスさまに信頼して２学期を始めましょう。

秋分の日

友だちといっしょにする楽しさや大切さを知
り、協力することを体験する。

年　中（くるみ組）

ルールを守って遊ぶこと、ゲームすること
の楽しさを知る。

敬老の日

運動会を楽しみに準備する。

園生活のリズムを取り戻す。

防災の日を覚える。

敬老の日について考え、おじいさん、おば
あさんに絵や手紙を書く。

自分の経験したことや体験したことを先生
や友だちに話をする。

おじいさん、おばあさんに親しむ｡

休み中の楽しかったことを先生や友だちに
話をする。

身近な自然に触れて遊ぶ。

19

運動会ごっこを楽しむ。

空や太陽、風など季節の変化に気
づき、戸外で体を動かすことを心
地よく感じる

９月誕生会

今月の聖句　

友だちと仲間（群れ）になって過ごすこ
とや、イメージやルールをつくり出し一
緒に遊ぶことを嬉しいと思う

礼拝に皆で集い、ともにまもることで
心が満たされる

自分の好きな遊びの始まりから終わり
までの過程をくりかえし楽しみ、その都
度「これでよし」と心身ともに充実感を
味わう

夏の間それぞれの場で守られた
ことを感謝し、礼拝、祈り、賛美の
時をともにする

月主題　月のねがい

主題 年少ばら組

夜の幼稚園(年長すずらん組)

詩編23篇１節

年　長（すずらん組）

おもしろそう
（年少）

気持ちいい
（年中長）

夏の経験やこれまでの遊びからイ
メージを共有し、友だちと遊ぶ楽
しさを感じる

金


